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〔 自 著 紹 介 〕

仁 藤 智 子

シ リ ー ズ 古 代 史 を ひ ら く Ⅱ

古代王権 王はどうして
生まれたか
岩 波 書 店 　2024 年

「 王 権 と い う の は 目 に 見 え な い で す よ ね 。 な の で 、 そ れ を 可 視 化 す る 必 要 が あ

り ま し た 。 そ れ に は モ ノ と し て 可 視 化 す る 仕 方 と 、 行 為 、 つ ま り 儀 礼 や 祭 祀 と い

う 形 で 可 視 化 す る 、 と い う 二 つ の や り 方 が あ る の だ と 思 っ て い ま す 」（ 本 書 343

頁 ）。

王 権 と は 何 か 、 と い う 多 く の 人 の 問 い に 答 え る べ く 、 ７ 名 の 研 究 者 が 一 年 以 上

に 及 ぶ 勉 強 会 を 重 ね て 作 っ た 一 冊 で あ る 。 考 古 学 を 専 門 と す る 岩 永 省 三 ・ 辻 田 淳

一 郎 、 文 献 史 学 の 藤 森 健 太 郎 と 筆 者 、 外 国 人 研 究 者 に よ る 文 学 か ら の ア プ ロ ー チ

と し て ジ ェ イ ス ン ・P・ ウ ェ ッ ブ の 論 を 、 古 代 史 界 を 長 年 リ ー ド し て き た 吉 村 武

彦 が ま と め る 。

（ 本 書 の 構 成 ）

〈 古 代 王 権 〉 を 考 え る …… 吉 村 武 彦

「 王 」 に な っ た 大 首 長 ― ― 弥 生 社 会 の 変 貌 …… 岩 永 省 三

ヤ マ ト 王 権 の 威 信 財 と レ ガ リ ア …… 辻 田 淳 一 郎

古 代 の 皇 位 継 承 と 天 皇 の 即 位 …… 藤 森 健 太 郎

古 代 王 権 の 由 緒 と 正 統 性 ― 東 ア ジ ア に お け る 国 家 祭 祀 と 王 権 儀 礼 …… 仁 藤 智 子

《 個 別 テ ー マ を ひ ら く 》

文 人 が 創 り 上 げ た 天 皇 像 …………… ジ ェ イ ス ン ・P・ ウ ェ ッ ブ

《 座 談 会 》 古 代 日 本 に お け る 〈 王 権 〉 と は

( 吉 村 武 彦 、 岩 永 省 三 、 辻 田 淳 一 郎 、 藤 森 健 太 郎 、 仁 藤 智 子 、 川 尻 秋 生 )

最 初 に 《 座 談 会 》 を 読 む と 、 そ れ ぞ れ の 筆 者 が 「 王 」「 王 権 」 を ど の よ う に 考

え て い る の か 、 ど の よ う な 討 論 を 積 み 重 ね て き た か 、 そ し て 何 を 目 指 し て い る の

か が 端 的 に わ か り や す い 。 本 書 で は 時 系 列 に 論 が 展 開 し 、「 王 」 に な る こ と 、「 王 」
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で あ る こ と 、「 王 」 を 継 承 す る こ と が 、 異 な る 研 究 手 法 を 持 つ 考 古 学 ・ 歴 史 学 ・

文 学 に よ っ て 論 じ ら れ て く 。

そ の な か で 、 筆 者 は 、 六 世 紀 末 か ら 九 世 紀 ま で の 、「 王 を 、 王 た ら し め て い る

由 緒 と 正 統 性 」 を 担 保 す る 祭 祀 と 儀 礼 に 焦 点 を 当 て て 考 察 す る 。 国 家 祭 祀 で あ る

① 祖 先 祭 祀 と し て の 宗
そうびょう

廟 制 、 ② 天 と 地 の 祭 祀 と し て の 昊
こうてん

天 祭 祀 （ 郊
こ う し

祀 ） が 、 中 国

の 周 辺 に 当 た る 日 本 列 島 や 朝 鮮 半 島 に お い て 、 ど の よ う に 継 受 さ れ た の か 、 あ る

い は 受 容 さ れ な か っ た の か と い う 視 点 か ら 検 討 を 重 ね た 。 そ の 成 果 と し て 、 日 本

の 古 代 王 権 の 特 質 は 、 中 国 の 礼 制 を 取 捨 選 択 し 、 あ る い は 換 骨 奪 胎 し て 、 独 自 の

論 理 に よ っ て 儀 礼 や 祭 祀 を 実 施 し て い た と こ ろ に 見 出 す こ と が で き る と 結 論 付 け

る 。 宗 廟 制 は 受 容 さ れ ず 、 天 孫 降 臨 神 話 と 矛 盾 を き た す 昊 天 祭 祀 も 似 て 非 な る も

の と し て 限 定 的 に 行 わ れ た に す ぎ な か っ た 。 こ れ ら と は 別 に 、 日 本 独 自 の 山 陵 祭

祀 を 創 設 ・ 展 開 す る こ と に よ っ て 、「 王 権 の 由 緒 と 正 統 性 」 を 可 視 化 し た こ と を

明 ら か に し た 。 律 令 制 の 継 受 に よ っ て 、 中 国 化 （ 唐 風 化 ） し た よ う に 評 価 さ れ て

き た 日 本 古 代 国 家 の 、 別 の 側 面 に 気 が つ く の で は な い だ ろ う か 。

平安時代　天皇列伝
桓 武 天 皇 か ら 安 徳 天 皇 ま で

戎 光 祥 出 版 　2023 年

平 安 京 へ の 遷 都 を 実 現 し た 桓 武 天 皇 か ら 、 源 平 合 戦 （ 治 承 寿 永 の 内 乱 ） の さ な

か に 壇 ノ 浦 に て 海 中 に 没 し た 安 徳 天 皇 ま で 、 32 名 の 天 皇 を 取 り 上 げ 、 天 皇 に ま

つ わ り エ ピ ソ ー ド や 治 世 の 出 来 事 を 述 べ る 。 編 者 で あ る 栗 山 圭 子 ・ 樋 口 健 太 郎 を

含 む 14 名 が 、 最 新 の 研 究 成 果 を 反 映 さ せ た 記 述 を 展 開 す る 。 筆 者 は 、

清 和 天 皇 ― 史 上 最 初 の 幼 帝 の 誕 生

陽 成 天 皇 ― 憶 測 を よ ぶ 突 然 の 退 位

を 担 当 執 筆 し た 。

清 和 天 皇 は 、 周 知 の ご と く 日 本 史 上 初 め て の 幼 帝 と し て 登 場 し た 。 幼 帝 出 現 の

史 的 意 義 に つ い て は 、 拙 稿 「 幼 帝 の 出 現 と 皇 位 継 承 」（『 天 皇 は い か に 受 け 継 が れ
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た か ― 天 皇 の 身 体 と 皇 位 継 承 』 所 収 、2019 年 2 月 、績 文 堂 ） と 「 平 安 初 期 の 王 権 」

（『 古 代 王 権 の 史 実 と 虚 構 』 所 収 、2019 年 2 月 、竹 林 舎 ） を 合 わ せ て 参 照 さ れ た い 。

本 章 で は 、 清 和 朝 の 出 来 事 と し て 、 十 陵 四 墓 制 に よ る 山 陵 祭 祀 の 整 備 、 貞 観 大

地 震 な ど の 災 異 と 御
ご り ょ う え

霊 会 の 成 立 、 応 天 門 の 炎 上 に 起 因 す る 政 治 疑 獄 事 件 （ 応 天 門

の 変 ）、『 貞 観 格 』『 貞 観 式 』『 貞 観 交 替 式 』 な ど の 法 令 の 整 備 と 編 纂 事 業 な ど を 紹

介 し た 。 貞 観 大 地 震 は 、東 日 本 大 震 災 に よ っ て 改 め て 注 目 さ れ る よ う に な っ た が 、

こ の 時 代 は そ れ だ け で な く 、 富 士 山 の 噴 火 な ど の 大 き な 災 害 が 続 い た 。 災 異 に 翻

弄 さ れ た 時 期 で も あ っ た 。

陽 成 天 皇 も 幼 帝 と し て 即 位 し た が 、 蝦 夷 と の 衝 突 （ 元
がんぎょう

慶 の 乱 ） が 起 き 、 国 家 財

政 の 悪 化 か ら の 打 開 策 （ 元 慶 官 田 ） が 求 め ら れ 、 さ ら に は 摂 政 ・ 藤 原 基 経 と 生 母

高 子 の 兄 妹 の 確 執 な ど に 悩 ま さ れ た 。 17 歳 で の 突 然 の 退 位 は 、 皇 統 の 断 絶 と 政

治 的 混 乱 を 招 い た 。 こ の 退 位 に よ っ て 空 位 と な っ た 皇 位 を め ぐ っ て 、 次 の よ う な

エ ピ ソ ー ド が 『 恒
つねさだ

貞 親 王 伝 』 か ら 知 ら れ る 。

あ る 日 、太 政 大 臣 の 藤 原 基 経 が 、左 大 臣 源 融 ら が 、一 人 の 僧 侶 の も と を 訪 ね た 。

僧 侶 の 名 は 恒 寂 。 彼 に 向 っ て 、「 還 俗 し て 皇 位 を つ い て ほ し い 」 と 持 ち 掛 け た の

で あ っ た 。 恒 寂 は 固 辞 し 、 最 後 ま で 話 し 合 い は 平 行 線 を た ど っ た 。 根 負 け し た 基

経 は 王 統 を さ か の ぼ り 、 当 時 55 歳 で あ っ た 仁 明 皇 子 の 光 孝 天 皇 が 即 位 し た 。 こ

の 恒 寂 と は 、 淳 和 天 皇 と 正 子 皇 后 （ 嵯 峨 天 皇 皇 女 ） と の 間 に 生 ま れ た 恒 貞 親 王 で

あ る 。 彼 は 、 幼 く し て 仁 明 天 皇 の 皇 太 子 に 立 て ら れ 、 842 年 の 承
じょうわ

和 の 変 に お い て

無 実 な が ら 廃 太 子 さ れ た 人 物 で あ る 。仏 道 に 帰 依 し 、心 穏 や か な 修 行 の 日 々 を 送 っ

て い た が 、 先 述 し た 藤 原 基 経 の 来 訪 に よ っ て 大 き く 変 わ ろ う と し て い た 。 皇 位 継

承 を 固 辞 し た 恒 寂 は 、 889 年 9 月 に 己 の 死 期 を 悟 り 、 西 方 に 向 か っ て 結 跏 趺 坐 し

て 入 滅 し た と い う 。 一 方 で 、 退 位 し た 陽 成 院 は そ の 後 50 年 余 り 生 き 、 949 年 に

没 し た 。

数 奇 な 運 命 を た ど っ た 平 安 時 代 の 天 皇 の 実 像 を 、 紐 解 い て い た だ け れ ば 幸 い で

あ る 。
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